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生存率（Kaplan－Meier法により算出）をstage，組織型

および摂取比を基に比較し，以下の結果を得た，

　1）stageが進行するほど，また，摂取比が低値であ

るほど予後不良であった．

　2）同一のstageおよび組織型においても，摂取比が

低値であるほど予後不良であった．

　3）特に，stage　III・IVの非手術症例では，　stageよ

りも摂取比によって，より予後の良好な群を選別し得た．
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　67Gaシンチグラフィにおいて，　SPECTのデータを用

いてPlanarイメージを作成した．これにより，　Whole

Body→Planar→SPECTという検査手順が，　Whole

Body→SPECT（→Planarの再合成）と，1ステップ

省略することが可能となり，手順の簡素化が期待できる．

再合成の際各SPECTイメージに対して種々の深さに

対するWeightを使用して作成した．その結果，距離の

二剰に反比例するWeightが，通常のPlanarイメージ

にもっとも近い画像であった．このことは，通常の

Planar像では，躯幹の中央付近の集積は，前面像・後面

像いずれに対しても，かなりの減衰でもって反映してい

ることを示している．したがって，SPECTデータより

Planar像を作成する場合，深さに対する減衰補正を行

わずに作成する方法を今後採用する予定である．また，

Planar像を再合成することにより，個々のSPECT像で

は得られない，対称領域の全体像を見ることが可能とな

り，診断への寄与が大である．

10．経過観察できた肺塞栓症における肺血流シンチグラ

　　ム，および胸部単純写真の検討
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　臨床症状，肺血流シンチグラム，肺血管撮影などから

肺塞栓症と診断，治療した7例について，肺血流シンチ

グラム，胸部単純写真の経過を観察，検討した．

　発症直後の肺血流シンチグラムでは，病巣部の欠損お

よびそれ以外の領域の相対的RI集積の増加を認めた．

これは，塞栓による血流のredistributionによるものと

考えられる．臨床症状の軽快とともに欠損領域の減少を

認めた．発症直後の胸部単純写真においては，肺動脈の

拡張以外，従来いわれている所見はほとんど認めなかっ

たが，局所的な塞栓症の場合塞栓部以外の肺血管陰影の

増強が，多発性広範囲の塞栓症の場合，心陰影の拡大が

それぞれ認められた．これらは，塞栓による血流の

redistributionによるものと考えられる．臨床症状の軽

快とともに約1～2か月でこれらの所見は軽減していた．

　今後さらに症例を増やし検討を加えていきたい．

11．Fibrous　dysplasiaの骨シンチグラフィーについて
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　Fibrous　dysplasiaの99mTc－MDP骨シンチグラムと

X線学的所見について検討した．対象は12例で，年齢

13－36歳（平均21歳），男性4例，女性8例，type別の

内訳はmonostotic　7例，　monomelic　3例，　Po】yostotic

2例である．12例全例，病変部位に異常集積像を認めた

が，集積の程度は強いものと弱いものとが見られ一定し

ていなかった．X線学的所見と対比すると，　fibrous

tissueが主と思われるradiolucentな部位では集積は少

ない傾向にあった，以上より集積の強さは病変部に含ま

れる舳rous　tissueとosteoidやboneの多少によると

思われた．

12．RIクリアランス法による定量的腎機能検査法

　一水腎症および尿管S状結腸吻合術後症例に
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　99mTc－DTPAによるレノグラム検査時に，左心室から

のRI消失を体外計測し，これを，血中からの消失とみ

なし，非線形最小二乗法により解析し，総腎GFRを測

定した．分腎機能は，レノグラムの1．5分から2．5分ま

での相対的RI摂取率から求めた．この方法で求めたク

リアランスとCcrとを比較したところ，　y＝1．01x十
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